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：事例構築装置およびその事例構築方法

■  技術概要、
　　 特記事項、
  　 図など

事例データ構築装置

工場内での工程事例データの構築、
看護現場での医療治療データの構築

利用し易い事例データを構築する。

看護現場での看護師による医療治療の手順（シナリオ）違反があった場合、今まで
に発生した医療事故の事例データとの照合を行って警報を出すシステムが提案さ
れているが、その照合作業が膨大であった。本発明によれば、同じ事故のないよう
について、同じまたは類似する処置の内容や物の名称をまとめることにより１つの
事故の事例情報を作成するので、類似の事故の事例情報が重複して登録されるこ
とがなくなり、事例データの照合作業が大きく軽減され、リアルタイムの処理が可能
となる。

医療事故が発生した場合、
事故の内容と、その時の処
置の内容と、その時使用した
物品の名称と、を含む事例
情報を記録し、その事例情
報のうち、事故の内容が一
致する事例情報をグループ
化し、そのグループ化された
情報の中で、事故が発生し
た時の処置の内容または事
故が発生した時に使用して
いた物品が類似する事例が
存在するときはそのグループ
化した事例情報を１つにまと
めて新規な事例情報として
データベースに登録する。


